予算要求資料
平成２５年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：社会教育費　目：社会教育施設費　　
	事業名: 教育普及活動費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　教育委員会　美術館　総務部　管理調整係　電話番号：058-271-1313
　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c27213@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　　要求額：1,527千円（前年度予算額：1,679千円）
	要求内容


	１　要求の内容


岐阜県美術館では、開かれた美術館を目指し、県民文化の振興のために、実技講座や美術講座等の多彩な教育普及活動を行います。

（１）教育普及活動

①幼児と子どもの造形教室

②実技講座

③デッサン自習室

④ワークショップ（子どもワークショップ、企画展ワークショップ）

　　⑤キッズ・エンジョイ・アート

⑥美術講座

⑦親と子の鑑賞教室

⑧児童生徒観覧料無料化にともなう事業

⑨出張出前講座

（２）スクールミュージアム事業

・西濃地区の学校１校で、美術館が所蔵する作品を展示、解説。
	２　所要経費


（１）教育普及活動　　1,201千円

　　①幼児と子どもの造形教室                176千円
　　②実技講座                              394千円
　　③ワークショップ                        212千円
　　④キッズ・エンジョイ・アート　　　　　　 37千円
　　⑤親と子の鑑賞教室　　　　　　　　　　　 28千円
⑥児童生徒観覧料無料化にともなう事業　　354千円
（２）スクールミュージアム事業　　326千円

	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	1,679
	0
	0
	0
	0
	0
	916
	0
	763

	要求額
	1,527
	0
	0
	0
	0
	0
	764
	0
	763

	２月1日時点
査定額
	1,527
	0
	0
	0
	0
	0
	764
	0
	763

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　・子どもたちの多様な体験や学びの場とするため、社会教育文化施設における教育
普及活動を充実します。
・優れた芸術に触れて学ぶ機会を提供し、県内の新しい文化の担い手を育成します。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	団体鑑賞の受入者数
	（H  ）
	3,275
（H21）
	3,607
（H22）
	3,032
（H23）
	3,500

（H25）
	86.6％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成23年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）教育普及活動

· 企画展の作品鑑賞の充実のため、講演会（2回）、美術講座(3回)、作品鑑賞会(9回)、その他関連事業（7回）を実施

· 子どもたちやその保護者の鑑賞の充実のために、親と子の鑑賞教室(9回)、キッズ・エンジョイ・アート(6回)、団体鑑賞、ギャラリー案内を実施

· 制作活動ができる場を設定し、諸講座を実施
諸講座の内訳は、実技講座(3講座)、デッサン自習室(6回)、幼児と子どもの造形教室(7回)、ワークショップ(16講座)、無料日のイベント（2種類）

· 多目的ホールを主な会場として、美術館コンサート(6回)、パイプオルガン定期演奏会(11回)を実施
（２）スクールミュージアム

・ 平成23年度は、恵那南高等学校で1日開催し、生徒、一般（生徒の父兄含む）、学校職員合計327人が鑑賞


（平成23年度の成果）

	（１）教育普及活動

· 企画展の度にバラエティに富んだ講座を開くよう工夫することで、企画展の趣旨や作家、作品についての理解を深めることができた。

· 親子が鑑賞を楽しめるようにすることで、作品鑑賞に親しむ親子が多くみられた。

· 外部から講師を招聘するだけでなく、本館職員も講師となって講座を担当することでより多くの講座を開設し、県民の期待に応えることができた。

· いろいろな種類のコンサートを開くことで、美術館への来館を心待ちにする方が多くみられた。

（２）スクールミュージアム

・ 平成23年度に実施した恵那南高等学校でのアンケート（回答271人）によると、

８割近い生徒が美術館を一度も訪れた経験がない。しかし、そのうちの約3/4が、スクールミュージアムを体験した結果、機会があれば美術館に行ってみたいと回答している。将来の人材育成のためにスクールミュージアム事業は有効である。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	新学習指導要領の改訂により、「わが国やアジアの文化」により親しむことや「鑑賞教育」の充実がより強く求められるようになった。また、美術館と学校との連携の重要性が謳われ、教科書にも、美術館での鑑賞あり方などが取り上げられるようになり、「教育普及」の充実が求められている。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	多くの教育普及にかかわる催しを計画し、学校等の団体鑑賞の受け入れを行っているが、4月から１０月までの美術館主催の催し物では、約3700名、団体鑑賞や出前講座など、要求に応じて行いかかわった人数は、約4500名と多くの県民から利用され、成果はあがっている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	ボランティア団体の協力、学芸係との連携を得て、効率的な事業の運営実施を可能としている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
・夏休みに行うワークショップでは、参加人数を上回る応募があり、参加できない方も多く、計画や募集方法等改善が必要である。
・事業のスケジュール全体が過密化の傾向にあり、職員の負担が大きいため改善が必要である。予算削減のためギャラリー解説員制度が平成21年度で休止になり対応できる人数が減ったにも拘わらず普及事業への期待、要求はますます増えているため、職員の補充が急務である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

・公立美術館の重要な機能を担う事業であり、継続する必要がある。職員の補充が見込めない場合は現在の職員数で安定して対応できる事業や内容の見直しを図る必要がある。


